
1 

 

 

令和８年度 第１回江南市部活動の地域展開に関する推進委員会 議事録 

 

日  時  令和８年４月１３日 午後１時～２時２分 

 

場  所  ＫＴＸアリーナ 会議室３ 

 

出席者 村 良弘委員、西浦達朗委員、野沢卓也委員、佐々 恵委員、 

村瀬勝弘委員、櫻澤弘章委員、安藤善啓委員、橋本禎枝委員、 

植島禎一委員 

委員計９名 

高田教育長、仙田教育部長 

 

欠席者 岩田正武委員、横山史明委員 

 

事務局 生涯学習課、スポーツ推進課 

 

傍聴者数 １名 

 

１ 開会 

  各委員、事務局職員による自己紹介 

 

２ 委嘱状の交付 

  各委員の委嘱については令和８年４月江南市教育委員会で承認されたこと

が報告される。 

 

３ 教育長あいさつ 

  （省略） 

 

４ 委員の紹介（資料１） 

  部活動の地域展開に関する要領等について（資料２，３） 

 

〇事務局 

資料１として令和８年４月１日に改正された「江南市部活動の地域展開に関

する推進委員会設置要綱」と今年度の委員名簿を、資料２、資料３として令和８

年４月から実施されている地域クラブ活動の試行実施要領と指導員等設置基準

を提出する。 

昨年度、推進委員会と実行部会で検討していただいたが、文化部も含めた地域

展開の推進に取り組むため、名称、関係する語句を修正した。 

委員については、今年度から、推進委員会、実行部会ともに文化部関係団体か
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らも委員として参画していただいている。今年度も実行部会で部活動の地域展

開に関する課題等について調査、検討し、その結果を推進委員会に報告する。 

 

５ 委員長・副委員長の選出 

江南市運動部活動の地域展開に関する推進委員会設置要綱第５条第２項の規

定に基づき、委員の互選により村 良弘委員を委員長に選任し、委員長の指名に

より岩田正武委員を副委員長に選任した。 

 

委員長あいさつ（省略） 

 

６ 議題  

（１）休日の部活動の地域展開・地域クラブ活動の実施に向けた意向調査の実施

について（資料４） 

 

 会議資料 

  資料１ 江南市部活動の地域展開に関する推進委員会設置要綱 

  資料２ 江南市地域クラブ活動試行実施要領 

  資料３ 江南市地域クラブ活動指導員等設置基準 

  資料４ 休日の部活動の地域展開・地域クラブ活動の実施に向けた意向調 

査の実施について（依頼） 

 参考資料 

   ・令和８年度 休日の部活動の地域展開（地域クラブ活動）方針 

   ・令和８年度 江南市地域クラブ活動試行実践 実施状況（令和８年３月 

３１日現在） 

   ・江南市ジュニアバンドの設立について（予定） 

 

〇事務局 

令和８年度２学期からの休日の部活動の地域展開・地域クラブ活動の実施に

向けて、中学校１年生から３年生までの生徒及びその保護者を対象とした意向

調査を実施したいと考えている。地域クラブ活動の本格実施に向け、種目別参加

者の推計と指導者必要推計人数の把握、また、希望新設種目の選定、令和９年度

予算積算の資料としたい。 

調査期間は、保護者は５月２９日（金）から６月１４（日）、生徒は５月２９

日（金）から６月１２日（金）までとしている。保護者の期間を生徒より長くし

た日曜日までとしたのは、平日は就業されている方も多いと考え、土日にゆっく

り見た上で回答してほしいとの意図からである。 

また、今後文化部についても協議していくため、２１ページ、２３ページには、

設問に入る前に「休日の文化部（吹奏楽等）の地域クラブ活動の実施についても

検討中で、体制整備が整い次第、順次活動を実施していく予定です。」との説明

を挿れた。 
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なお、推進委員会委員には、意向調査の内容についての意見等を４月２４日

までにいただきたい。それらの意見等をもとにした修正案を実行部会の協議議

題とし、その結果を次回推進委員会に提出し、あらためて協議していただく予

定としている。その後、５月２７日開催の校長会議で意向調査の実施を依頼す

る。 

 

〇委員長 

 各設問についても説明を願いたい。 

 

〇事務局 

21ページの生徒用のＱ１は在籍校を、Ｑ２は実施中の活動に参加しているか、

参加している場合はその種目を、Ｑ３は今年度の２学期からの地域クラブ参加

予定の有無を回答してもらう。参加する予定と答えた人には、さらにＱ４でその

種目を回答してもらう。 

Ｑ５は、Ｑ３の回答に関わらず、掲げた１１種目以外で、地域クラブにあった

ら参加したい種目があれば回答してもらう。 

続いて、２３ページからの保護者用を説明する。Ｑ１からＱ５までは、同じ内

容を保護者の立場で回答してもらう。 

Ｑ６は生徒用にはない調査で、現在参加費を各種目一律、１回５００円として

いるが、令和９年度以降、各種目で活動の維持、運営に必要になってくる費用が

変わってくるが、どの程度であれば保護者側として負担が可能なのかを把握し

たい。１回５００円から、１回１,５００円以内までと、４つに区分した。 

 

〇委員長 

 本日の限られた時間の中だけで協議していくのも難しいが、今の説明の中で、

修正すべき箇所など意見があればお願いしたい。 

 

〇委員 

 保護者に対する参加料の負担について、保護者にしてみれば、安ければ安い方

がいいとなってくる。そんな回答しか出てこない。金額は出さない方がよいと思

う。今後上がるかもしれませんとファジーにしておいた方がよい。私は活動に維

持・運営に費用が掛かっているのを知っているが、何も知らない保護者からはあ

まり理解を得られないのではないか。もう少し含みを残した方が無難かと思う

ので検討されたい。 

 選択肢には「８００円」は要らないと思う。 

 

〇教育長 

 １回５００円について、高いといった声が委員には聞こえてくるのか。 
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〇委員 

 親としては、具体的な話までにはならない。宮田中学校の場合だが、多分、宮

田中学校から現在の試行実践に参加している生徒は少ない。私の子供は野球部

だが、同じ野球から地域クラブに参加しているのも、１、２人。なかなか、維持・

運営に関して実情を把握できる状況にない。他校の様子は分からないが、宮田中

学校の野球部はそのような感じである。 

 

〇委員長 

 保護者に負担がどの程度なら可能なのかを知りたいというのが事務局の狙い

だろう。金額がないのもよいかもしれないが、ないなら、完全にない方がいいし、

あるならある程度金額を示しておいた方がよいと思う。 

 ただ、以前には種目ごとに金額を設定していく意見も出ていた。これについて

は、今回調査するわけでない。一律５００円の参加費を上げざるを得ない状況が

今後出てくるが、その場合はどの程度まで認めてもらえるのかがこの質問であ

る。 

 事務局もある程度、保護者がどの程度負担できるのかを把握したいのも理解

できる。「８００円以内」は中途半端かもしれないし、結果は「５００円」が多

くなるとは思うが、５００円刻みの選択肢にしてもよいかもしれない。あるいは、

今後上げざるを得ない中で、負担可能な参加費を把握したいので、「５００円」

の選択肢はなしで、それ以上の金額だけの選択肢にしてもいいかもしれない。 

 

〇委員 

 それに賛成する。 

 

〇委員長 

 事務局は、再度考えてください。 

 文化部の方はこの調査の中には入っていないとの認識でよいか。吹奏楽、茶道、

書道などの文化部も含め、希望種目がある場合はＱ５の括弧の中に記入しても

らうことでよいか。 

 

〇事務局 

 そのとおりである。地域クラブにあれば参加したい、参加させたい文化部があ

ればここに記入してもらいたい。 

 

〇委員長 

 設問では「上記の種目以外で」となっているので、正しく理解できる方は文化

部も入れて回答するだろうが、文化部への参加意向も把握したいなら、例えば、

「運動部は既に実施しているが、今後は文化部も実施していくので」と、希望種

目などの意見を求める設問にしたらよいかもしれない。 
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〇事務局 

 文化部の活動も始まることを伝えながらの設問にする。 

 

〇委員 

 学校関係の委員に伺いたいが、Ｑ２にある「地域クラブ活動試行実践」という

言葉は、生徒に認知されているのか。 

 

〇委員 

 認知されている。 

 

〇委員 

 そうであればよいが、平日のクラブ活動と勘違いされるのではと思った。 

 

〇委員長 

 地域クラブ活動についての意向調査はこれまでにも何回か実施しているので、

生徒は分かっているとは思う。一方、保護者側は地域クラブなのか、学校の部活

動なのか、分からない方もいるかもしれない。その辺は各学校で説明してもらえ

るといいと思う。 

 

〇教育長 

 タイトル自体に「休日の部活動の地域展開」としてあるので理解できるとは思

うが、例えば、Ｑ２の設問でいえば、「現在実施中の地域クラブ活動」となって

いるものを「休日の」「土日の」を挿れた方が分かりやすい。ただいまの委員の

意見を参考に直したい。 

 生徒の中にも、これからどうなっていくのだろうという不安を感じている者

や情報を求めている者もいると思うので、それ故に今回のアンケートにおいて

は、休日の部活動、文化部についてもこれから整備していきますという説明も加

えている。アンケートには推進委員会や事務局の意向を伝える面もあるので、伝

えたい情報も盛り込んだアンケートにしていきたいと強く思う。この情報は盛

り込むべきとの意見があれば提出してほしい。 

 

〇委員長 

 ほかに意見、質問はないか。 

 

〇委員   

 Ｑ２の参加種目の中に「陸上（ランニング）」があるが、これまでは「ランニ

ング」だけであった。これまで長距離を走ることに特化した活動であったものを、

指導者などの環境が整えば、長距離以外の短距離、フィールドとか、幅を広げて

いく見通しがあっての「陸上（ランニング）」なのか。表記が変わった理由は何

か。 
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〇事務局 

 今までと同じ表記「ランニング」に修正する。 

 

〇委員 

 宮田中学校には陸上部があって、その顧問が第１、第３のランニングの活動と

練習時間をあわせ、交流をしている中で、長距離を走る生徒もいるが、短距離を

走ったり、跳んだりするなど、幅を広げていったほうがよいとの認識であったの

で、今回の選択肢はそんな流れなのかと思った。長距離だけでなく、短距離やフ

ィールドを希望する生徒がいれば受け皿を整備してく必要があると思う。 

 

〇委員長 

 現在実施しているのが「ランニング」なので、その「ランニング」に参加して

いるかを聞くのと、２学期から予定の中でその「ランニング」に参加するのかを

聞く。現在実施されている種目以外、例えば、短距離だったりフィールドだった

りが、最後のＱ５で出てくればいいと思う。地域クラブを立ち上げたとき、この

陸上については、フィールド関係の実施は難しいという中で、一宮市と一緒にや

ったらどうかという声も一時伺ったこともあった。もし希望する生徒がいれば、

その声をここに出してほしい。 

 

〇教育長 

 生徒には、陸上競技の中のいろいろな種目に挑戦してほしいとの思いもあり、

委員の意見は大変よく理解できるし、方向としてはそうなってほしい。「ランニ

ング」に拘るのは、このランニングを行うことによって、愛知駅伝や市民駅伝に

つながっていく。生徒の活躍の場をそのようなところまで広げることができる。

いろいろな活躍の場を見据えたアンケートにしたい。 

 

〇委員長 

 ほかに意見、質問はないか。 

 

〇教育部長 

 現在、令和８年度の参加費は一律１回５００円であるが、２４ページのＱ６は、

翌年度以降の参加費等を把握するという目的が記載されている。「等」が付くと

別途お金がいるかに受け取れる。参加費について把握したいなら、単に「参加費」

だけにしたらどうか。ここで意見を聞いて把握していこうとしているが、保護者

からすると、これらの金額さえ払っていればよいと思われてしまうのではない

か。種目によっては、例えばユニフォーム代が必要になってくる。「等」がある

と誤解されやすい。 

 

〇委員長 

 「等」は必要ない。「参加費」でいいと思う。 
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〇教育部長 

 負担可能な参加費を把握したうえで、今後、例えば、国の補助金も入ってくる

ので、軽減も図ることができるのではないか。 

 

〇委員長 

 前回まで当委員会の中でも、参加費について来期はどうするのか、一律ではよ

くない種目もあるのではないかという意見は出ていて、今後は各種目ごとに、一

律の参加費とは別に必要だろうと。種目ごとの年間の必要な費用についても話

題に出ていた。年額を１回あたりにすると、種目によっては５００円では足りず、

プラスしなければならない。その辺は今後の課題とした。ここでの設問では一律

１回の参加費でよいのではないか。 

 

〇事務局 

 設問には保険料のことは謳っていないが、参加費等の「等」は、スポーツ保険

の保険料を指している。保険料は年度ごとに、参加当初に１回支払う。参加費と

は別に保険料が必要という意味で「等」を付けてある。 

 

〇委員長 

 令和８年度は、保険料は公費負担なのか。 

 

〇事務局 

 公費で負担している。 

 

〇委員 

 保護者にしてみれば、内訳は必要ないのではないか。Ｑ６の真意は、どのぐら

いの金額なら出せますかというところの把握であろう。そうであれば細かい説

明は逆に要らないと思う。月々これぐらいの金額なら負担していただけますか

というように簡単にした方がいい。そうすると聞き方も、低いところ、中間のと

ころ、高いところで選択肢を設けた方が今後に活かしやすい。 

 

〇事務局 

 現在、１回５００円は各参加者からいただいているが、それ以外は公費負担と

している。１回５００円は高いという意見が事務局には届いている。参加費は 1

回５００円だが、消耗品や保険料は公費負担としていることを説明すると少し

は納得される。令和９年度、引き続き公費で負担できるのか分からないので、上

がる可能性もあることを言外にいれながら、どの程度の金額なら負担できるの

かを伺う。 

 この設問の説明、選択肢などは委員の意見を踏まえ、事務局で再検討する。 
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〇委員長 

 本日もいろいろな意見が出されたが、各委員にはそれ以外に修正の意見など

があれば４月２４日までに事務局に伝えてほしい。 

 

７ その他 

（１）地域クラブ活動試行実践の実施状況について（参考資料） 

 

〇事務局 

 資料は２７ページになる。こちらの資料は、現在実施中の試行実践の状況をま

とめたものになる。 

 令和８年度は、前年度に実施できなかったサッカーと男子のバスケットボー

ルが開始されている。参加生徒数は全体で 275名、指導員は全体で 59名。参加

生徒の手続きや指導員の委嘱は随時行っている。下段は中学校別の参加生徒数

の一覧である。 

 

〇委員 

 実施状況の資料の下表の中の「市外」は何か。 

 

〇事務局 

市外の中学校に在学している江南市在住の生徒１人が地域クラブに参加して

いる。 

 

〇委員長 

 江南市民である子どもには、門戸を広げている。 

 

（２）文化部活動の地域展開について 

 

〇事務局  

生涯学習課から説明する。資料「江南市ジュニアバンドの設立について（予定）」

に沿って説明する。 

 この資料については、先般、中学校吹奏楽部の顧問から教育長、スポーツ推進

課長同席のもと話を伺い、その内容をまとめたものになっている。 

中学生を対象に、定期で活動する吹奏楽部、名称は江南市ジュニアバンドとし

ている。このジュニアバンドを立ち上げ、運動部と同様、令和８年度２学期から

活動したいとのことである。この後開催される実行部会において、この資料を基

に、その旨を提案し、実行部会の中で協議していく。なお、今後はこの推進委員

会の議題にも上げていく。 

 

〇委員 

 布袋中学校だけ取り扱いが違うのか。 
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〇事務局 

 どういう形になるかは今後になってくると思うが、布袋中学校だけ別という

ことではない。 

 

〇委員 

 気になるのは、スポーツの団体競技では、各連盟が関わってきて、学校単位な

ら出場できるが、チーム江南だと出場できないようなことがあるらしい。吹奏楽

でも同じようなことがあり得ない話ではない。その辺は布袋中学校の顧問の方

とよく吟味したうえで、子どもたちの不利益にならないようにされたい。 

 

〇教育長 

 今委員が述べられたように吹奏楽のコンクールは、小編成、大編成、楽器によ

っても種々ある。集まってきた生徒のニーズに応じて、できる限り多くの大会、

コンクールに参加させたい。 

 布袋中学校が、今回精力的に取り組みを始めている。その拠点校の一つとして

布袋中学校が存在する。現状においては市内の中学校の吹奏楽部の顧問が思い

を一つにして、どういう形がいいのかを考えている状況。決して布袋中学校単独

ということではない。 

 

〇委員長 

 これは最初から課題で、吹奏楽部をどうしていくのかという話の中で、各学校

の協力もあってここまで来ており、大変うれしく思っている。 

 確認だが、運動クラブと同様、江南市として一つの、合同の吹奏楽部にしてい

くと考えてよいか。また、活動場所は資料にあるように宮田中学校であったり、

布袋中学校であったりするかもしれないが、江南市のジュニアバンドとして大

会やコンクールに参加していく考え方になっていくことでよいか。 

 

〇事務局 

 今のところはそう考えているが、各学校の顧問とも相談しながら、子どもたち

にとってより良い形にしていきたい。吹奏楽は地域のイベント、行事に呼ばれる

ことも多いとのことで、その辺も加味しながら、各顧問と相談していきたい。 

 

〇委員長 

 布袋地区のお祭りでは、布袋中学校の吹奏楽部が、依頼に応じてよく演奏して

いる。宮田中学校も藤まつりに協力している。それらは個別で対応してくことで

いいですね。 

活動場所は、時には学校ごとに活動することもあるだろうが、江南市としては、

バンドは一つのクラブとして今後進めていこうという考え方になっており、い

いことだと思う。ただ、大きな楽器の運搬だとか、いろんなことが影響する。 
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また、指導者は学校の教員という立場ではなく、この地域展開の指導者として

兼職兼業の許可を得たうえで関わる。そういう形になってくる。 

 

〇委員 

 「令和８年度 休日の部活動の地域展開（地域クラブ活動）方針」の１４の留

意事項の２つ目に市内スポーツ・文化団体、企業への周知と協力体制をつくると

あるが、将来的にスポンサーだとか物的、資金的援助、ユニフォーム等々まで考

えているのか。どこを狙っているのか。 

 

〇事務局 

 今後、市内の企業を訪問する。企業からの人的・物的支援、経済的支援など、

どういった協力が可能か実際に話を聞いてみないと分からない。 

 

〇教育長 

 企業との連携も想定して話を進めていきたい。 

 

〇委員長 

 指導者（派遣・紹介）を含めてか。 

 

〇教育長 

 そのとおりである。 

 

〇委員長 

 物資提供と、指導者という人材協力か。 

 

〇教育長 

 手探りになる。 

 

〇事務局 

 人材派遣、物資提供、資金援助。施設も借りられたらと考えている。今年度か

ら、文書依頼の場合もあるが、順次訪問し、協力をお願いしてくる。 

 

〇委員長 

 そういう方向で、市全体で子どもを育てるという気持ちになっていただける

とありがたい。 

 

〇委員 

 吹奏楽部以外で、文化部のクラブを追加していく予定はあるのか。 
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〇事務局 

 これまでは吹奏楽以外では聞いていない。今回、文化協会から推進委員会と実

行部会に参画していただいている。文化協会からは、協会として何か協力できる

ところがあれば、協力したいとのお話も伺っているので、何ができるのかも検討

しながら進めていきたい。 

 

〇委員長 

 例えば、琴は古知野中学校において精力的に活動されている。すいとぴあ江南

のイベントで演奏してもらっている。茶道などもそのような活動事例があると

思う。そのような方々が、地域クラブの指導者としても協力していただければ、

地域クラブ活動としてやっていけるかもしれない。 

 中学校の方で、何か文化部の動きはあるか。 

 

〇委員 

 まだないが、アンケートで希望があればそれを形にすることが必要である。そ

の場合、指導員の確保が課題になる。 

 

（３）第２回推進委員会予定 

   令和８年５月１８日（月）１３時３０分 

 

８ 閉会 

 

○委員長 

本日は熱心にご議論いただき感謝申し上げる。これをもって、令和８年度第１

回江南市部活動の地域展開に関する推進委員会を終了する。 

 










































































